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（案）  

 

○ 流 山 市 手 話 言 語 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 条 例  

 

 

手 話 は 言 語 で あ る 。  

 手 話 は 物 の 名 称 や 自 ら の 意 思 を 手 や 指 の 動 き 、 表 情 等 に よ り 視

覚 的 に 表 現 す る も の で あ る 。  

手 話 は 、 聴 覚 障 害 者 が 心 豊 か な 日 常 生 活 を 営 み 、 第 三 者 と の 意

思 疎 通 を 図 る た め 長 年 に わ た っ て 大 切 に 育 ん で き た 言 語 で あ る 。  

言 語 は 人 々 が 交 流 し 、 お 互 い の 気 持 ち を 尊 重 、 理 解 す る 上 で 必

要 な も の で あ り 、 さ ら に は 、 知 識 の 蓄 積 や 文 化 ・ 芸 術 の 創 造 に 大

き く 関 わ っ て き た 。  

ま た 、 音 声 言 語 の み な ら ず 、 手 話 に よ る 非 音 声 言 語 も 、 人 類 の

発 展 に 大 き く 寄 与 し て き た も の で あ る 。  

こ れ ま で 手 話 は 言 語 と し て 認 め ら れ て い な か っ た た め 、 手 話 に

よ る 教 育 や 環 境 が 整 備 さ れ ず 、 聴 覚 障 害 者 は 必 要 な 情 報 を 得 る こ

と や 意 思 疎 通 を 図 る こ と が 難 し く 、 日 常 生 活 や 社 会 生 活 の 中 で 不

便 と 不 安 を 抱 え 生 活 し て き た 。  

ま た 、 聴 覚 障 害 者 は 災 害 時 に お い て 耳 か ら 情 報 を 得 る こ と が 困

難 で あ る た め 、 情 報 の 可 視 化 や 、 現 場 で 迅 速 に 情 報 の 送 受 が 出 来

る 体 制 を 確 立 さ せ て い く こ と が 課 題 と な っ て い る 。  

 こ こ に わ た し た ち 市 民 等 は 、 手 話 が 言 語 で あ る こ と へ の 理 解 の

普 及 に 努 め る と と も に 、 障 害 の 有 無 に か か わ ら ず 、 全 て の 市 民 等

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 円 滑 に 行 わ れ 、 お 互 い を 理 解 し 合 い 、 安

心 し て 暮 ら す こ と の で き る 地 域 社 会 を 実 現 す る た め 、 こ の 条 例 を

制 定 す る 。  

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 手 話 が 言 語 で あ る と の 認 識 に 基 づ き 、 手 話

に 関 す る 基 本 理 念 を 定 め 、 市 の 責 務 及 び 市 民 等 の 役 割 を 明 ら か

に す る と と も に 、 手 話 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 に 推 進 す る こ と に
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よ り 、 障 害 の 有 無 に か か わ ら ず 市 民 等 が 分 か ち 合 う こ と が で き

る 地 域 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

（ 基 本 理 念 ）  

第 ２ 条  手 話 に 関 す る 普 及 の 促 進 は 、 手 話 を 必 要 と す る 市 民 等 が

手 話 を 言 語 と し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 権 利 を 有 す る こ と

を 理 解 し 、 手 話 を 通 じ て 全 て の 市 民 等 が 互 い に 尊 重 し 合 う こ と

を 基 本 と し て 行 う も の と す る 。  

 

（ 市 の 責 務 ）  

第 ３ 条  市 は 、 前 条 に 規 定 す る 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い

う 。 ） に 基 づ き 、 手 話 へ の 理 解 及 び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手 段 と

し て の 普 及 に 関 す る 施 策 を 推 進 す る も の と す る 。  

 

（ 市 民 等 の 役 割 ）  

第 ４ 条  市 民 等 は 、 基 本 理 念 へ の 理 解 を 深 め 、 市 が 推 進 す る 施 策

に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。  

 

（ 県 と の 連 携 及 び 協 力 ）  

第 ５ 条  市 は 、 こ の 条 例 の 目 的 及 び 基 本 理 念 に 対 す る 市 民 等 の 理

解 の 促 進 並 び に 手 話 の 普 及 及 び 環 境 整 備 に 当 た っ て は 、 千 葉 県

と 連 携 し 、 及 び 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。  

 

（ 施 策 の 推 進 ）  

第 ６ 条  市 は 、 次 に 揚 げ る 施 策 を 総 合 的 に 推 進 し な け れ ば な ら な

い 。  

（ １ ） 手 話 に 対 す る 理 解 及 び 手 話 の 普 及 を 促 進 す る た め の 施 策  

（ ２ ） 手 話 に よ る 情 報 の 取 得 及 び 共 有 の 機 会 の 拡 充  

（ ３ ） 手 話 に よ る 円 滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き る 環 境 構 築  

の た め の 施 策  

（ ４ ） 学 校 に お け る 手 話 へ の 理 解 及 び 手 話 の 普 及 を 図 る た め の  

施 策  
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（ ５ ） 災 害 時 に お け る 情 報 の 提 供 及 び 意 志 疎 通 の 支 援 に 関 す る  

施 策  

（ ６ ） そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 施 策  

２  市 は 施 策 の 見 直 し に 当 た っ て は 、 障 害 者 関 係 団 体 等 か ら 意  

見 を 聴 く よ う 努 め る も の と す る 。  

 

（ 財 政 上 の 措 置 ）  

第 ７ 条  市 は 前 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 施 策 を 推 進 す る た め に 必 要

な 財 政 上 の 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。  

 

（ 委 任 ）  

第 ８ 条  こ の 条 例 の 施 行 に つ い て 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に 定 め

る 。  

 

 


